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年利、％

2018/1　①4.35％　②4.73％　③4.09％（月末値）
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新築住宅価格

-20

0

20

40

60

80

2013年 2014 2015 2016 2017 2018

①上海 ②北京 ③深セン ④重慶

前年比、％

2017/12　①+0.2％　②-0.2％　③-2.9％　④+10.0％

グラフで見る中国経済 2018 年２月号（Ｎｏ．１０５） 

２０１７年１０～１２月期の中国の実質ＧＤＰ（国内総生産）は前年比+６．８％と、６四半期ぶりに減速した前期と

同じ伸び率を維持した。１０～１２月期には、先進国の景気回復を背景に通関輸出が前年比+９．７％と前期の伸

び（同+６．４％）を上回ったことが経済成長率を下支えした。固定資産投資は同+６．４％と、輸出の堅調な増加に

伴う製造業投資の持ち直しもあり、伸びが高まった。一方、個人消費の動向を表す小売売上高は前年比+９．７％

と２期連続で減速した。自動車販売の増勢が鈍化し、家電や建築・装飾の売上高も減速基調が続いている。 

【今月のトピック：設備稼働率、５年ぶりの高水準】 中国国家統計局発表の設備稼働率関連指標によると、２０１７年の

中国の鉱工業設備稼働率は７７．０％（前年は７３．３％）と５年ぶりの高水準を記録した。業種別では、石炭採掘業をは

じめ、全業種が前年に比べて上昇した。その背景には、先進国の景気回復を映じて輸出向けの増産があると考えられ

る。加えて、習近平体制が環境規制を強化する中、環境規制に対応できない企業が大量に工場閉鎖に追い込まれて

おり、その減産で供給できなくなった製品に対する需要がほかの企業に回されてきたこともあげられる。 

（出所）中国人民銀行、中国国家統計局、ブルームバーグ 
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グラフで見る中国経済 2018 年２月号 

（出所）中国国家統計局、中国海関総署、中国商務部、中国汽車工業協会、中国物流購買連合会、中国人民銀行、ＣＥＩＣ、ブルームバーグ 
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